
介護生産性向上における介護記録等システムの活用

～なぜ『安診ネット』が大阪万博・厚労省ブースに選ばれたのか？～
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〇医療法人芙蓉会
メディカルケア南ヶ丘
（介護施設：100室）

〇医療法人芙蓉会
筑紫南ヶ丘病院

（回復期・慢性期250床）

芙蓉グループ 1975年に創業され、2008年に『安診ネット』を開発
した芙蓉グループは、2012年の介護施設での実運用以来、グループ
内に臨床現場・研究部門・開発部門を持ち、一気通貫した開発体制を
持ちます。グループ資源を生かし、テーラーメイドのバイタル研究や
AI開発をAMEDや厚生労働科学研究等を通じて行っています。

芙蓉グループ紹介
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①職員教育への悩み

負担

②職員の業務変更 ③職員の作業負担

「生産性向上」への課題

全国での「安診ネット（ICT）×仕組み化＝介護DX」の解決例を説明します
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動画
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AIが小さな変化を自動検知し、重度化や長期入院を未然に防ぎます

安診ネットの運用
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赤

緑

医師へ相談のタイミング

看護師が重点観察

※

黄

バイタルアラートAIの仕組

世界的なEWSに“個別化判定”を加えた特許AI
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日本慢性期医療協会医学論文
機関誌に8月掲載

実運用の対象疾患は呼吸器疾患・循環器疾患・尿路感染

実質見落とし
5％以下



88

悩んだときはトリアージ：赤で相談

自覚症状が乏しい高齢者も早期発見

リハビリ中断
が減る

重度化防止のエビデンス

厚生労働科学研究発表

肺炎の早期発見

入院期間が
短縮
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看護師スキルの平準化が難しい ＡＩで健康管理の質の向上を目指す

お困りごと 解決

「安診ネット」の導入効果

判断を「人に寄らず」高度に平準化し、早期発見につなげる
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タイムリーに医療情報を整理し共有が難しい 医療リスクが整理されて一目で分かる

「安診ネット」の導入効果

バイタル・症状・既往歴・低栄養等リスクより適切に判断

お困りごと 解決
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肺炎の早期発見入院数減少 （佐賀県 鹿島町 介護老人保健施設ケアコートゆうあい様）

①トリアージで要注意者
のピックアップが可能に

②トリアージを元にカン
ファレンスを実施
（要注意者の共有・観察の優先度）

③医師との情報共有・症
状悪化前に早期医療介入

肺炎検知率 93％

早期発見→重度化防止の実績
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入院数の減少により稼働率が向上 （福岡県 大宰府市 特別養護老人ホーム天拝の園 様）

①利用者情報の一元化 ②トリアージによる医師への報告 ③介護医療の連携強化

重度化防止→入院減少→収益向上の実績

半年で
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書類は自動作成

申し送り表 看護記録
ご家族
連絡簿

作業時間短縮

PCが苦手な人でも大丈夫 バイタル管理は半分の時間に

タブレット画面に
タッチパネルで

転記も楽々

生産性向上の仕組
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（R5年厚労省介護ロボット効果検証・三菱総研）

3施設平均
50分/日
▲10％

労働分配率
▲10％実績
→1億円削減へ

生産性向上の実績

生産性向上が評価され
介護ICTで唯一

厚労省ブースで展示
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夜間の訪室が50％（半減）～100％（定期巡回なし）減らせた

【検証期間中のトリアージの成績】
偽陽性（医療介入/陽性）、偽陰性（陽性/入院数） 陽性＝トリアージ赤
・カトレア 偽陽性：0％（１/１）、偽陰性：0％（１/１）  8月19日～9月3日
・しょうよう苑 偽陽性：100％（０/１）、偽陰性：０％（0/０） 7月21日～9月3日
・北九州福祉会 偽陽性：43％（４/７）、偽陰性：0％（１/１）   7月８日～8月20日
・MCM※１ 偽陽性：13％（７/８）、偽陰性：22％（７/９）※２ 7月1日～7月31日
・合計 偽陽性：19％（12/17）、偽陰性：18％（２/１１）
※１ MCMの直近1年間の結果は、偽陽性：０％、偽陰性：13.3％（半分は黄＋症状で搬送）
※２ 入院見落とし2件は、1件はトリアージ：黄（スコア2点）＋症状で搬送、1件は肺炎でバイタル反応無し（食思低下）

生産性向上委員会ではケアの質と安全性を確認

15

「業務削減」だけはNG、「安全性の確保」「ケアの質の向上」が必要



1616

生産性向上ガイドラインの目標は7つの業務改善

安診ネットに従って運用するとPDCAが回り、自然と成果が出る
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介護現場に求められる３つの「生産性向上」に成果

※１ 第45回医療情報学連合大会：前田俊輔
※２ 厚労省 R6年介護ロボット効果検証：三菱総研
※３ 日本慢性期医療学会・医療法人芙蓉会：梅野桐子他

見落としは5％以下※１ 50分/日短縮※２ 入院数は半減※３

詳細は動画で解説

業務効率化：観察・記録作業の短縮 ケアの質の向上：入院期間の短縮安全性の確保：科学的なリスク管理
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①職員教育への悩み

負担

②職員の業務変更 ③職員の作業負担

「生産性向上」への課題と解決

②システムに沿って
オペレーションを変更

①システム導入が
教育となる

③システム活用で
業務負担を軽減

「安診ネット（ICT）×仕組み化＝介護DX」で解決
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健康管理システムとして他システムとも連携

看護師

健康管理ICT

介護職員

介護記録

ベッドセンサー
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お電話でのお問い合わせ webでのお問い合わせ

092-292-9070

受付時間9:00～17:30（土日祝除く）

安診ネット Oneのホームページから、
またはQRコードをスキャンしてください。

http://one.anshinnet.net/contact/input/

無料モニター募集中

・弊社からの貸出機器

機器名 内容 用途 備考

iPad（iPhone） 安診ネット用デバイス バイタル測定用

体温計 Bluetooth連動 バイタル測定用 NISSEI

上腕式血圧計 Bluetooth連動 バイタル測定用 NISSEI

SPO2計 Bluetooth連動 バイタル測定用 NISSEI

・お客様にご用意頂きたいもの

機器等

PC（管理用）

規格等

インターネット接続、Windows10以上、GoogleChrome利用

可能であればWi-Fi環境がある場合はご利用をお願いしたい。
通信環境

※ない場合は弊社にてSIMカードをご用意
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